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2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技会を迎えるにあたり、全国各地で障がい
者スポーツの理解ならびに支援体制を強化するために体験等の取り組みがなされている。こ
うした背景を受け、本学義肢装具自立支援学科においても2017年より「障がい者陸上教室
ParaTFC」を立ち上げ、新潟県における障がい者陸上競技に参加する切断者の掘り起こし、
スポーツ用義足の製作適合、パーツ等の貸し出し、トレーニング等を行い、パラアスリートへ
の育成を目的に活動を開始した。障がい者陸上教室ParaTFCは月１回、本学室内トラック等
を会場に開催され、本学科教員ならびに学生を中心に健康スポーツ学科教員、理学療法学科教
員、近隣の義肢装具製作企業に勤務する義肢装具士等から構成されている。現在、数名の下肢
切断者が参加し、これまでに新潟県障がい者スポーツ大会や、県代表として全国障がい者スポー
ツ大会に送り出すほどの活動に至っている。

こうした活動を通して本学科学生は、障がい者スポーツに理解を深め、同時にスポーツ用義
足について学んでおり、将来、これらを専門にする義肢装具士の育成につながり、結果として
義肢装具分野における障がい者スポーツの支援体制の構築化を推進するものと考えられる。ま
た、トレーニング等の指導においては健康スポーツ学科や理学療法学科等の学内の学科との連
携が強化され、さらには近隣の義肢装具製作企業、近隣病院、新潟県障がい者スポーツ協会等
の学外との連携も強化される。そのことから本学を中心としたパラアスリート支援ネットワー
クの構築化と人材育成の構築化がなされるものと考える。
　本シンポジウムでは、こうした活動について紹介し、2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック競技会を終えた後も、継続してパラアスリートを支援するためのネットワークの構築化
と人材育成に向け、皆様と充実したディスカッションができればと願っている。
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